
中国語動詞の特異性と普遍性

一一一見相反する意味をもっ動詞を例として

本日 原

I 

1・1 中関誌にはー訟で反対の;意味を持つ認が多し、。例えば，

I計約 ① buy: "'-'溜，

② sell ;待併部

茂

‘芙 mきi' とも実 mai' という方向が正反対の意味をもっている O さらに，

mai' '~定 mài'自身も戸認を異にするが向じ form である O ‘授 shou'

と‘受 shou' もこれと似た例。

現代者間誌の‘奉 feng' も る方向を示し得る。

feng ① give or present with respect :双手~上.

。receive: ""'-'上級指示，暫停7子汝.

マ占 gil' とi可じく売究を表わすものに 1桧 she' がある。

除 she buy or sell on credit. 

日本語で「つけで貿う/つけで売るj と言うべきを一語で間に合わせている O

日本語には‘~1会 shë' 相当の credit 専用動詞はなし、。日中二ヶ国語のこれら

の誌を図示すれば以下のようになる。

fig. 1 

buy sell buy sell 

cash I g註

credit I she 

くI和国語〉 く日本語〉

も‘除 she' の語釈に見えるように， 日本語と同じタイプである。 以上，

'yd' ‘除' ‘奉'が単一の形式で、反対ブI}I誌の移動を示し得ること，又， ‘3写実'
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や‘授受'は現在，戸や字体のだ:により区別されているが，本来一誌で、あっ

たと想定される可能性を示唆した。ここから「中国語では売り安いや物の授受

を表わす動詞は，本来，ーの形式で、反対方向への移動を示し得るのではない

かJとし、う仮説を立てることができる O

1・2 例示した動詞が表わす反義性は顕著な特徴を備えていたoLyons1968 

は，このような buy/sell，give/receiveなどに見られる関係を converseness

(反対関係〉と呼び， big/smallや man/womanにおける反義性と区別して

いる O 即ち， 1・1で示した動向例は，すベて五いに conversenessをなす意味

がj単挙一の形式で

小論の使に合わせ， 偽徳ゐF与単i詳立に convers関e(反対対.話〉を定義する O 今， xとyと

が一定の関係 Rにあるとし これを xRyと表わすo X とy問の関係が Rと

逆の場合を R'とすれば， xR'yは xRyの converserelationを表わすO例えば:

xRy= xガ yニ売/レ.………(1)

xR'y=xガ yカラ頁ウ.……但)

この持， xRy口 yR'xが成立する。

〉アR'x=yガ X カラ畏ウ.……(3)

郎ち， (3)は(1)と論理的意味が等しし、。このように事項xとyのNせの関係が逆に

なっている語の paIrを converseと言い，又， それぞれを互いの converse

とも言うことにするO ーとの例で1土「売ノレ/寅ウJが converseをなしているo

bu)ア/sell，give/receive， borrow /lendなどは動詞の例であり， husbandl 

wife， parent/chiid， fiancる/fianc伎などは名詞の例である。

小論では専ら動認を扱うため， xRyをより迫観的な式‘x→y' と表示しよ

う。 xR'yは‘x←y' と示される。

あらゆる動認がその converseを話会化されてもつわけで、はない。 例えば:

fig.2 

x→ y 打ツ 殺ス 食ウ 攻メノレ

y← x 打タレノレ 殺サレノレ 食ワレノレ 攻メラレノレ

fig.2からは，文法上の能動 vs.受動は converse relationをなしていること

が知れる。
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先の仮説は次のように言い直すことができる。

4)‘x→ y' の‘→'が高ttw で示されるなら，

‘y←x' の九一'も詰切で示される。

converseは互いに依符関係にある反対性であり，本質的に関係的である。

converseをなす各 pairを跳れば，その中核をなす概念は giveと receive，

日1Iち「授受Jであることが了解される O なお，仮説4)を fig.2に適用すれば，

中国語で'v'J: '打 da' や‘示 sha'， ‘v口吃乙 chi元lγ，がそのまま 毛被打ラや

の受受，身のi意意意、味を表わし得ることが合意されていることは注意しておいてよ1.いJρ、、O 

1卜・ 3 授受勤認の中核をなす「アゲ/ルレ/モラウjが中国語ではどう表わされ

るかを一瞥する O 仮説 4)カかミらは，ある詑 w がー諮で、同方向への移動を示す

ことが期待されるが，この予想は外れる O 例えば，次の 5)は 6)と中国訳で

きる。

5)私ハ彼ニ本ヲ 1-HHアゲタ.

6)我給他一本二j古.

しかし，次の 7)は訳出関難である。

7)私ハ彼ニ本ヲ 1冊モラッタ.

理由は， Y合g吾i' に対応する converseIモラウJが中国語に存在しないため

であるつ 7)は結局，

7 )'彼ガ私ニ本ア 1冊クレタ.

とパラフレーズし，これを，

8) f忠治我一本初.

と中国語訳する。 fモラウ j の equivalent を欠くため，常に'~合 gるi' を主要

動詞にすえ，贈与者を主誌として表現するO 即ち， ‘会合 gei' は主誌から目的

i1iへの移動‘→'を表わすが，逆に， 目的語から主語への移動‘←'は示し得

ない。この論理を逆転させ， Iアゲノレj も「モラウJもせ合 gei' で訳せるし，

Y合gei' も又「アゲノレ/モラウJと日本訳できるから， Y合g訂は両方向の

移動を示し得るとは考えられなし、。例えば，次の 9)は10)a， bの}可解釈を許

すO

9) 述没姶校児.
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10) a . (私ハ〉マダ金ヲ払ッテイマセン，

b.(私ハ〉マダ金ヲ貰ッテイマセン.

注意すべきは 9)には関与者 x，yが現われていないことで， 10) a， bの二様の

解釈は x，yの文法機能により分かれているにすぎなし、o I!!Jち， 10) a， bに対Jt

する X (=我)， y (口伝〉を補った中国文を示せば:

11) a . (我〉述没姶 (f庁、〉伎児.

b. (ゐ"¥)述没2合(我〉銭児.

となり， T合g邑i' は常に左辺から右辺への移動を表わす。 と百濡トの文

機能(主語， I=l的諮〉を混同しではならず，事実の世界では， Y合gさi' はA

からBへくA→B)も， BからAへ (A← B)も表わせる。しかしま語xか

ら目的語yへの移動 (x→ y)を示し得ても，その逆 (x← y)は示し得ない。

但し，中国語に「モラウjに類する意味をもっ動認が無し、わけで、はない。

12)我牧到了一本将.

13)我接受了一本将.

14)我領了一本有.

だが， 12) 13)の‘牧到'や‘接受'は相手がよこしたものを色せずに)

受け取る， (無事〉手にするJという意味あいが強い。 20)の‘領 ling' は一

般に「上級や機関が発給するものを当然の権利として受け取るJ意であり，

‘領教科こ1)'， ‘領工資¥ ‘領芥老金'などからもそのニュアンスが祭せられるO

厳密な意、認で、の‘姶 gei'の converseは中国語には存在しないo しかしこ

のことは仮説 4)の反証例とはならず，却って傍証例として働く。それについ

ては 1・8で触れる。

1・4 'f昔 jie' が「貸ス/倍リノレ」の意味をもつことはよく知られているO

借 jie ① borrow.② lend.

同様に，金銭を伴う貸{背を表わす‘租 zu' も単一の形式で両方向の移動を示

す。

租 zu ① rent ; hire ; charter. 

② rent out ; let out ; lease. 

英語では borrowと lendの区別はあるが， rentの場合は中間諮問様区別が
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ない。 15)は緩味であり，方向を明示するには to/fromなどを必要とするこ

とも周知の事実である O

15) J ohn rented the cottage. 

16) John rented the cottage to/from Tom. 

担本語では金銭の支払いを伴う貸指専用語はない。日

照すれば，以下のような図ができる。

fig.3 

企銭を伴わない

金銭を伴う

113: 
11ゴ 貸

ケ間認を比較対

貸

Jle 

zu 

く英語〉 く日本諮〉 く中国語〉

‘借 jie' に関連して‘貸 dai' があるっ‘貸 dai' は '11:tjie'ほど多用されな

いが，その本質は‘借 jie' と変わらない。

貸 dai① loan:衣"'"'

② borrow or lend :向Jf長行~款 i銀行~拾公社大量款項.

しかし既に 1昔jie' がー誌で授受を表わせるのであるから‘貸 dai' は余

剰的である O 事実， 日常的用法は殆んど 1持jie' で済ませ， ‘究 dai' は上ou

からも窺えるように，銀行や国家などの正式機関が貸借を行う等のフォーマノレ
7) 

な;場合に限定される傾向がある。また， ζi詩方'や'1Jtゴアなどのタームにな

れば，‘借 jie' が borrow，‘究 dai' が lendの意義を専ら担い，暖味さは

なし、。

1・5 英語 rentの例は人間言語の共通性を感じさせる。ドイツ認の授受動

詞を瞥見すれば，これが決して孤立した偶然、約な現象でないことが知れる。

独 borgen，leihen は，英 borrO¥v，lend に音形上対応するが， leihen 

[動]は i)貸ス，賃貸シスノレ. ii)借リノレ，賃借リスノレ. と相反するこ義をも

ち， borgen [動]もり借リノレ，掛デJ良ウ. ii)貸ス，掛デ、売ノレ.と converse

をなす同義をもっ.後者には中国認可訟 sh吾'に相当する意味すらある。さら

に，独 mieten は「質佑ユリスノレj の意だが， I賃貸シスノレjは vermieten と

接頭辞 veトをF付けて語を構成する。この構詞法は「究j と「寅J，I受Jと
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「授」の弁別の仕方を連想させる O 共にAに対し，その converseをA'とマ

ーク附加するのであるから(但し受 vs. 授の場合，マークは視覚上のもの

で音形には反映されていないが)0 mietenjvermietenと平行して， I究ウJ

は kaufen， f~売ノレ J はverkaufen である。しかも，名詞 Kauf は元来

安，取ヲIJの意で、あり， r~売J 或は「買 J の一方に限定されていなし、。即ち，

授受行為は本来その方向性には二次(:lZJな顧慮しか払わず，やりとり・貸し借り

というー一つの行為として，分析的に把探されていた様相が窺える O

Kaufは現在「寅ウコト，購買!の意味への傾きを強くしそのため「売ル

コ人販 売jを表わす Verkaufがつくられている。同様に，上述の borgen，

leihenが両方向への移動を示すことからくる紛らわしさを避けるため，やは

り verーを附加した verboI・gen，verleihenがつくられ， I貸スJ意味に限定

している。語の分化の様相は次のようになろう。

fig. .4 

/Dorεen 
borgen久VEri叫en

/kaufen 
kaufen ( 

1 ~verkaufen 

/leihen 
leihen ( 

n¥veriei11en 
Kauf (Kauf 

"" V erkauf 

左辺の話は本来南方向の意味をもち，それが方向を確定するため，原形のも

のと ver- 附加のものとに分化した。マーク pft~l]の誌はすべて毛→'方向への

移動， Þ~fl ち「離れてゆく J 移動を表わす。

日本誌においても授受を表わす動詞は，一つの formに基づき，語尾形態の

違いによって相反する方向への移動す示す例が見られる。次頁の fig.5は「詞

の自他の事」を問題にした語学書として知られる本活春庭の『詞通路~ (文政

11， 1828年序〉からの抜粋である O

「預カノレ/預クノレj，i授カル/授クノレ_l， I借ノレ/貸ス_j， 15t易ハノレ/賜フj の各対

が授受動詞で converseをなし逆方向の動きを表わしていること，又すべて

第二段(物を然する)，第三段(他にが;する)の用法欄を埋めていることが注

意をひく o rr岩波吉語辞典~ (大野・竹佐・前田編〉では，これらの第二段の語

を自動詞形，第三段の誌を他動詞形と注記する(例えばラ「かし(貸し)Jの項
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fig.5 

第一段 第二段 第三段 第四段 第五段 第六段

然物を
f出 自也 おら 位

のる

然V 、ー- 然す々
づる 然
治、 .:rt 

る る
る

に「カリ(借〉の他動詞形J，Iかり(借り )Jの項に「カシ(貸)の自動詞形J

と。但し「授カノレ/授クノレJには自他の注記なしんなお，「貸ス/借ノレJは漢

字の使い分けがされているが，これは自他の加では珍しい現象である。ここで

言う自他の別， 及びび、春!姥迄の[

呉にする O

この現象は現代誌でも観察されるO 例えば[預カノレ/預ケノレム f授カノレ/授ケ
10) 

ノレ_J，教エノレ/教ワノレふ さらに「借りノレ/貸スJを含めてもよいだろう。日本

!?jの場合，活用があり， 単一 formで逆方向の移動を表わすとは言えないが，

語幹を共通にし，そこからの派生により converseを形成していることは興味

深い。

J. Anderson 1971 : 137はアイスランド認の‘feklどを例示し，一語で

'gave' と‘got' を意味すると述べている。

17) a. Hann fekk mer bokina ('He gave me the book') 

b.立gfekk bokina fra honum (‘1 got the book from him') 

さらに同議は Serbian 'pozajmiti'， Faroese ‘l記 na' (lendjborrow) ， 英俗

‘learn' (teachjlearn)，英‘hire'を類、例として挙げる。影山 1974: 57には，

仏‘apprendre)(teachjlearn)，独‘lernen'(teachjlearn)の報告がある。こ

れに，さらに仏‘louer'(Jendjborrow)，西、lquilaピ(=rent)を加えること

ができる。調査の範閥を広く他言語に及ぼせば，類例はさらに普遍i拾に発見さ
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れよう 0

1・6 以上の観察から，初め中国語の特異性と見えたものの一斑は，既に人

間言語の普遍性の中へ解治されたと言えるO だが，中関誌には単 wーの形態でiilij

方向への移動を表わす能力のある動詞が大きな集合をなして存在する O

中から強っかを例示すれば，例えば‘買 jia' は「売ノレ/寅ウ jを表わせる O

18) a. {左侍. 13召公二十九年~ :平子毎23賀弓，[ì主〕買，~也.

b. Ü又将.酷吏{を~ :資不55千万. [顔りijJ古注] i問販安之.

‘前 shi' も又文脈により ‘頁 jia' 同様，主主に解せる。

19) a. {r-殺.軽油三~: r1J，実也.

G合ii 多党}:治酒前腕不食.

b. {新唐ニ1:1J.袈耀郷侍}:我知;lt不市恩也.

さらに‘貰 shi' や‘賃 lin' も同類として挙げれ，ょう。又， ‘よ!主 dian'はf抵

当ニ入レノレ/抵当ヲヲi出ス」の両方向の意があるo 'j~~i g註'は‘治 gu' と音

通で，調専用語ゆえ義符を異にするが，次のような例がある。

20) {持辛子.タト儲i)?，右上}:宋之酷沼者，有庄氏者，酒?吉美.或佼イト住田ili

庄氏之酒， ;1:七狗役人，使者不敢往，市高M古家之酒.

初めの官占'は「売ノレJ，後の二つは「貿ウJである。‘学 fig.6 

xue'にも「学プJの conversei教エノレjの意味が発見

できるく(j雅.務i古田~:学，教也)0 '~内 nà' は‘接

受，牧入'の receiveの意の他に，その反対‘交付，

致送'の意をもっO 前者は‘I:lHl~' '1迅fl不納'として，

後者は‘納税'‘交鈎公殺'として現代語にも使われて

GlVE 

A-IW{ 

前

提
iil(自，Ji)

地
〆千τ"p:j_ 

奉

RECEJVE 

市

賢

治(~I~)

鈎

質

奉

いる O 4鈎ばと平行して， 日本語「オサメノレ」は一一入;均一- zii… 

誌の裡に反義性を含む唯一の例ではあるまいか。以上 {苦 {詩
貸貸

の例は，すべて広義の授受動詞と見なせる。これまで 典 典

例示した諾と共に，一覧として fig.6Vこ示すO
総除

B 実 !J~
Aは単一形式で、両方向への移動を示し得るものo A- 授 受

1は現代書面詰‘奉'を含むが文言例。 A-2及びBは C 給 。
現代詩索。特にA-2は貸借認であり，独・英・仏などと共通して現在なお残
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る例記号。 Bが今日有効なのはマーク附加による弁別の働きでありラ逆か

ば，常用語は字体・戸;設ななどの識JJI]を要請する。

この他，現代議のご高官有動詞で類例と考えられるものを幾っか補っておく 0

21)除欠 sheqian [動〕掛究いする;掛売りする.

借款 jie〆kuanC動〕金を借りる;金を貸す.

和釘 zulin [動〕賃借りする;賃貸しする.

租借 zuji合 〔動〕賃借りして使う;賃貸しする.

承継 chengji [動〕おじの養子になる;兄弟の予を養子にもらう，

泣地 guoji [動〕兄弟や業完成に鼠分の子を養子にやる;兄弟や寂

の子を養子にもらう.

1・7 霞鎖から前節まで述べきたった現象について筆者は次のように解釈す

る。今， xとyが日i!?切によって関係づけらている文 22)があるとする。

22) x w y 

すると，文22)は !xが yfこ GrVEする」と !xがか yら RECEIVEするj の

義をもっO これを:

23) x;:二~y

と表わせる。しかし 23)は22)の表わす意味を表示していると言うより， 22) 

の表わし得る事実を述べていると言うべきである。即ち，文 22)が円高義をも

つjとし、う言い方は， GrVEや RECEIVE とし、う方向性の明らかな誌によって翻

訳した結果出てきたものである。話却は文 22)においてう逆方向の移動を

わし得るが，そのことイコーノレ話加の本来の意味 c主義素〉とは言えない。

むしろ方向は二次的で、あり， neutralであり，潜在化されている O 語仰は，

単に x，y間にある一定の関係一一一それを我々は言語上 fやりとりJr売り買

い_j1"貸しりJ!授受」としか表現できないが一一ーのあることを示すのみであ

る。方は，具体的な言語的・非言語的文脈により特定化される O

中関誌の動訴jは，本来，行為そのものを，必要なかぎりの形拐において捉え
14) 

る。方向性は主要でなし、。さらに，関与物にも二次的顧慮しか払わない。関与

者はさらに次要である O ここから，一つの行為を形態として跳め，その視点は

中立}めであり，自由であるという性質が引き出される O これを「動認の形象性J
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と呼ぶことにするo fig.6に示された授受間字なる動部群を，この観点から点

検すれば，すべて無矛盾に解釈しうると忠われる。

一つの比倫として， f1g.6に例示したような中l;m認の授受動詞の語素化はカ

メラ・アイー…n[Jち stop-motioneye~-'~ーによるのだと考えてみよう。売り買

い，貸し借り，やりとりの場商を写真にとれば，どちらが受け手でどちらが施

し手であるのか判断がつかなし、。移動の方向は消え，ただ一一つの行為形態のみ

がある。その一つの行為を一??諮??J}町、下ヒ、?。例えば‘奉'。両手に物

を捧げ持つ形である。動きがなければ物を「差しj二げる!のか， ['つつしみ頂

くj のか判別がつかなし、。又， ‘乞'や‘7]3'0 共に‘乞求' ‘主会予' という逆

方向の意味をもつが， stop“motion eyeで眺めれば， 予を差し伸べる一つの形

懇にすぎなし、。 stop-motionとは，ある動詞が単一形式で内部主こ反義性を含

む時，その要因をさぐるため，動きを止め，方向を捨象L，その運動の形象の

みを描写するとし、う話会化の現場に!当分を立ち合わせてみるプラクテイカルな

一方策である O

以上のような解釈が，中国語以外の言jiltについても説明能力を有するか否か
16) 

は筆者の判断に余る。しかしこの解釈が中間動認の一本質に触れるもので

あることは確かであろう。

1・8 さて， fjg.6からは‘拾 gei' の特異性が注目される。‘拾 gei' は授

受動認の中核的意味をもちながら，それ自身の樫に converseを含まなし、。方

向は常に主語から目的語へと単一である。この性質は，方向が可変的な他の動

詞群にとって有効な役割を果す。第一に， Y合'は GJVE ワクの語に附加され

移動の向きを確定する。第二に，方向が単一なため， ‘会合'は産後の名詞を常

に Goalとして指定する。この結果，その意味は giveから to/forへと機能

化し方向明示機能の発揮が見られる。第三には，‘姶'のすべての用法は「与

エノレj で統一でき，その意味はしかも透明に近く，抽象的にも使える O ‘寄 ji'

‘友 fa'，‘送 song' などと比較せよO 利益を「与エ J，不都合も「与エJられ

るO 使役や受身と称される用法も生じる。

以上の諸点は，本来方向が中立的で，運動を可能なかぎりの形相において捉

らえるという動詞群の中にあって， ヲ合 gei' がその不舗を補完する役割を果
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す結果と考えられるのである。

〈注〉

。以下，特に断わりがなければ諸説説明の引用は <111英辞典))1979.商務印書館p 又は

《現代以m.尚典}1979.商務f.告書館による.

2) converseの例話は Palmer1976 : 82による.

3) JFl例は輿水1977の観察に基づく.

4) '~合'の converse がないことは，しかし， 1:1:1関誌の特異性ではなL、。英語にも厳叡

な意味での giveの converseは存在しなし、。 Dixon1973 : 219は giveを「所有権の

恒久的譲渡」と定義し，これに過不足なく対応する converseはないと言う。 receive

は「哲fl寺i刊に受け取る，あつかる」を含む。しかし， Lyons 1968， Palmer 1976 は

receiveを giveの converseとするO 定義の厳密さに関わることである。

5) i彼カラ物ブ貰ッテハイケナイJは '{%f<不能牧他送姶{J[;的京西'とする他， ヲIJ課地要

京商'と‘要 y主0' も使える。これはp モラウと逆方向の諾を使っていることに注意っ

[アナタカラ預イタ手紙J を官(治我(I~J1tj'とするのと i司趨。

心地上 1978: 17参照.

7) ，措.1建タに関連する phraseや単誌の用法・差異を簡略に図示する。

7昔・ 5苦'共に本来~!û義性があるO ‘貸'はLかし lendへの傾き(→で、表示〉があり，

フォーマノレな用法が多L、。 [1常語では phrase'借主主'を)古い，これが両方向の移動を

カリノレ カス カリノレ 7Jア、

Simple word 貸ぅ

Vハophrase ょfI~土 伎 争

Vハoverb 款 資款F

noun 借款 貸款F

表わし得， ‘貸桟'は不要(のであるo verb 'Wi款'は同義あり，ーブ'j ，貸款うは lend

専用のフォーマノレな諮 (Fで表示)0nounの場合は共;こ一義であるO

8) kaufenが反義性を含むか否かは通常の辞書記述では知り得な L、。本田陽太郎氏(独

文学〉からの御指教によれば， Grimm， Jocob und Wilhelm : Deutsches Wるrterbuch

(1854-1954)のJ<AUFENの項 (325)には ia)元来 tauschen(交換する〉を意味して

いるが， c)売り手の側から verkaufen(売る〉も意味したj とあり Iこ[:1高ドイツ認の

二用例を載せる。

9)この問題については島田1979があるつ

10)現代日本語の例は影Uu974:56にも指摘されているつ

11)影UJl974: 56にもヲi用。

12)さらに事1)1962: 446の注(52)参照。

13)なお， 五受'に「ウケノレ/サズケノレJ， ')存' iこ「ウノレ/カウ jの意味があることについ
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ては，小)111968・418及び960，1蕩1962: 191，事1¥1962: 425などを参照。また襲1958: 91 

は円安金文有“受"字，記“授"字Jと言う。小論ではヲ;・‘受・授'が本来一

語であったという直接的証明jを省き，授受動iHUの大勢を言語普通(1守かつ中国語内の集合

を示すことにより間接1~1訂正 1>>3 を試みた。

14) 即座に反論が想い浮かぶ(l歓?はオノで切るであり ':~y' v:よハサミで切るであるD

動詞は道具格，即ち関与物を指定する，とc しかし ‘玖P も‘弱'もある動作:の形態

を具体的に規定しているだけであり，その規定された動作をなし得るのが世界で怯p

たまたまオノでありハサミであるとし寸事実が，恰も Tdz'‘努'自身が inherentに道

具を指定するのだという古語上の制約にすり替えられているのではないかという焼いが

必要であろう。

15) I形象性jなる語，及びその概念は字1¥1962に負う。

16)汎言語的説明として考慮すべき(;J:， 1)授受動誌は roleを多くとる。 関与者 x，yの

{出，移動物があり， s→-v十 0+0に代表される文裂をつくるO 貸借・売買ではさらに

金額が登上するoroleの多さ，即ち，話wの具体的意味決定を容易にするコンテキス

トが用意されていることに他ならなし、。 2)~万四の諮棄化は関与者人 Y 間にある「や

りとりJがあることに着眼している。移動の方向が生ずるのは関与物に若限した持であ

り，話会化:こ際し，この roleには次要な関心しか払われていないo 3)ゆえに， x，y 

間に存在するのは一一つの行為でおり， これが::1::誌の確立:・祝J誌の導入などにより語義が

分岐する 3 などの点であろう c

II 

2・1 前主主で示した考え方は，中国誌の所謂「反現象にも説明能力を有

する。事実， ‘告，貸，受，約， Yr.t 自j~，乞， Ig'などは反訪11例としても

取り上げられている O ここでは，授受以外の反語iI例の幾っかを考察する。

代表的なものとして百じがある。《史況.孔子!日:家》に「珠魯大夫乱政者

少正卯ム《尚持.元逸l>vこ「変乱先三E之正刑Jとあるのは「乱，家也Jr苦し
不治也jの意味。一方， f乱，治也J(~午現í~.務iJ5l>)， r苦L，理也J({玉篇)>)の

惹;をもち， {治活.泰イi当》に「予有乱!五十人jがある。戸 )111960: 44~45 は，

これについて，小論と見方を共通にし次のように言う。

「字国の分析によって「読J(のこの字体によって代表される〉は台の上で

両手で繭をほぐすことである O このことから，絡むものを“ほぐ、しととのえ

る"(治平〉意味に， まずこ緩まりあるものを“ほぐしみだす"ほし潰〉の意味

に使用されてきたo (中略)r苦LJ本来の意味を，理論的手続きを経てあい対
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立する動作へと分析される以前の の動作・感覚に還元して推定したこ

とは，決:訟の特質，ひいては古代のi英語の話し手たちの現象把擦の仕方を考

えてみるとき，充分首j守されることといわなければならなしづ

手の動作「ほぐす」形態を捉え招致化したのでありラその結果或は日的として

「ととのえるJことになるか「みだすjことになるかには第一次的顧慮が払わ

れてなし、o stop-motlOD eyeで眺めれば同義は一つの形態しか示さない。

‘逆'が f迎える，受けるj若;と，その反義「逆らう，拒むJをもつことも

官じと平行fJ"Jに説明できる。「“うける円の具体的動作が“逆"の原義であろ

う。手をさしのべて“むかえうける"感覚は，それ自体すでに“こばむ・あら

がう"姿勢ではなかろうかバ一つの形態を一つの語形が未分化・総合的にmっ

ているにすぎない。(‘奉'や‘乞ヲ‘tg' のfJUを想起されよう 0)語義の分化

は対象に援した結果にtf~点を合わせた読みをする時必然的にもたらされる o

s逆命'が「命にさからうJとも「命にしたがうJともなるのはそのためであ

る。

‘哀'は《よjミ!Jft.務地》に「哀，東也Ji哀，多也j とあり，一方， ~易，議》

に「君子以哀多主主寡，称物平施Jとある如く「取iQ，誠意jの意、あり，反WIIを

構成すると言われる。しかしこれも，例えば物を取り集める一つの姿を想定

すればよL、。視点を変え，取られた側からは「減るjになり，他方からは「集

まる，多し，の意味になる。一つの動作が，視点の変化や結果への若日などに

より，特定の文脈で対立する解釈を生んで、いるのであり， ‘哀'自身は動作そ

のものを繰のままに描いている O 襲 1958は存留/除去J，r援:撲取/奔

去J，i会寄留/奔去 jを載せるが，いずれも「取ッテオク/取リ除クjの対立

であり， ‘哀' と同様に解釈できないであろうか。 日本語「トノレJ(rこも「取ッ

テオク/取リ除クjの解釈があり得る。「オクjや「除クjは結果や自的・意図

を明示したものと見なせるO 中国語の場合，敢えて結果に言及しない単節的

性格と関わっている O

これらの諸例を説明するワク斑!として，次支 fig.7のようなサイクノレを想定

することができるO

問中，右端の語義とは，ある語 zの辞書・詰訊i資料等における具体的な意味
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fig.7 

i
J
一ii
t

し

[X] 

J stop-motion 

形象化

1倣化

形象化装置

である。ここには意味の派生や衝突が見られる O これを形象化装置に入れ，

stopmotion eye でj挑める，行為形態の把握，必要な限りの捨象化等を行い，

意義素 [X]の析出を行う。 [X]は単純な形象性・未分化な融合・結果や目

的意図のない動作形態などの特徴を帯びていると宇予想される O その [X]を具

象化装置に inputしここで形象化装置と反対の操作，例えば以下のような

processを通過させる。

1 )具象化 processの例:

a.動き・方向性附与

ら.結果・呂的意図導入

c.関与物導入，特定化

d.視点導入

e.主観性・感i育・評価導入

これを経て，具体的語義が outputされる。 fig.7は，我々が脳中で行う iiE解

釈の過程を些か明示的に措いたにすぎなしも。以下，具体例を挙げ説明を続ける。

‘冒'が「おおう J(覆議〉と[おかす，つっこむJ({riJ犯，思犯〉の反対方向

への両義あることは周知のことだが， これも一形象化装置を経 fig.8 

れば，その意義素は右のような単純な図形と捉えられる。ー /一一一¥α

つの形態、を α視点から見るか，sから見るかにすぎなし、o s ... s 

に視点、をおき，関与物として‘煩'や‘汗'を導入すれば， ‘霞熔'‘関汗'などの

( 28 ) 



f立ち昇る(升起}JIふきH1る(透出)J語義として具体化されるおまた， α

を‘日'するものと特定化すれば i4J母子Jや「死体を覆う布Jの怠になる O

‘判jJ尚!均話
， 
が

じはなるの惹意;ありj とさjれ1るのも， この語の意義素を，二つのものが一定の間

揮をおいて並んでいる staticな状態と想定すれば足る。形象化によれば単純

な1-1なる線分と考えることすらできるO これを主観性導入により「離れてい

るjとも「近く並んで、いるjとも見れる。動きを導入すれば， r離れる，分れ

るJC<政問.秦策}r期是我高秦部攻殻也Dとなり，一方は「著く Jとなる。

元来， r一一定の間隔で並ぶj という言い方自体にタこの誌の基本的姿が蔵され

ている。遠く離れていれば，そもそも[並ぶJとは捉えられない。《字索〉に

「丸近日高，近日男IJJとあるのはこの謂であろう。

一定の間隔は線分で示され，これは長/短，多/少の主観的解釈を許す。例え

ぼ「久也J1-不久也一!と訪nぜられる‘義'や，「少也Jr多也Jと言11ぜ、られる‘j旗'

はその例であり，共に媛i床な量を示すゆえ，主観性や文脈により両極に分化す

ることが起り得る。現代誌でも:

2)泣了一会JL，他就来了ー

3)泣了一会JL，他才来了.

などは， ‘一会jじに艇があり媛昧なことを示す。日本語「シバラクデスネJ

と了、ンパラグオ待チ下サイ jは)読者が「久也ム後者は「不久也Jと注釈され

そうであるつ

未だ分化せざる相を捉えて諾裳化する例としては‘怠'があるO ーに滅に解

L，…に生に解し反wllとされるが，滅・生に分化する直前の一つの共通の相

「かすかに怠するj状態を意義素として設定すればよし、。名詞としては‘仇'

があるつ「あだ，かたき」の他に， ~今，~す~. ~手詰~l{九，匹也。[注]イ九相求之

匹也Jと求める相手・つれあいの意があるO 本来，相手を指す語が好恵、・愛憎

により分化したにすぎなし、。愛憎心理の妙は， 日本語 1'1曽イ」にも窺える 0

I'!普イヒトJは憎窓の対象であり，又いとしい人でもある。現代語の‘究家yuan

jia' も類例。常識的な例だが， ‘臭'が「悪臭j と i一番気jに， ‘訪'が「くす

りJと「毒物Jに分化するのも向ーの理由づけができょう。
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脱出は互いに極めて近い連想関係にあるoJi!11弘反義訴は苧手引仔大手

?t~苧苧モ??。 それが単一の form で、初担初脳オオまわ、フホ〉

えにくし、、o )'戸迄調を異にするから共同時rl的'l拘!巾守切Iに乙は男知別i日J~'話Jh? とするのは本質j的均な究明とはな

るましい、、o ;戸主釘ヨ調.:字字字t体による区分は， 実用的な弁別作用であり，意義分化に後続

すると考えられる。詑の意義索 [X]が2具象化 processを絞て，結果として

設立義をもち得る側i爵を元来有することを見るべきであろう。

2・2 現代諮においても「反語IIJは生きている。興味ある例として引かれる

ものに‘抹 mる'と 1察 cぎがある。共に[塗るj と「消すJに解されるが，

相反する動作に思えて，根底には一つの共通する形態があること言をまたな

い。意味の分化は結果や目的・意図のなせるわざである。当然、のことながら，

native speakerはこれらに何の矛盾も感じていない。

‘扶 fu' も同様の例。‘扶着担架'は i)本箱二モタレノレ.ii)本箱ヲ支エノレ.

のどちらかコンテキストなしには決められなし、o stop帽motioneyeを想起す

れば，動きのない場面では確かに判じかねる。

形象性の具体的例として‘裁chuる'を例示しよう。

毅 chuo ② jab; poke ; stab ;小心!伝的竹竿JL別~了他的!l良陪 i在紙上

~了一十沼 j…~就破.

②く方>sprain; blunt :打排球~了手 j倒宅尖JL'"'-'了.

③く方>stand sth・011encl:把獄桔~起来.

{④く口>stamp; seal. 

fig.9を参照しつつ語釈を見てゆけば，①は「勢いよく突く，突き破るjであ

り，②は「突き指する，固いものに突き当たり損傷をこうむるJ意。ベン先が

折れ曲がる用例をのせている O 方言の注記があるが，方向がUターンしている

点が注意をひく。③は「ピンとまっすぐに立てる」。方向はむしろ中立で，直

立する形態のみが残る。④は名詞となった場合で， Iスタンプ，はんこjの意味。
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被 chuo' の;意義素はド子商jとのj度角のぶつかりJという形象によって淀え

られる。 3)が最も法本義に近い。これに具象化 processをかけて，動きを入

jt，関与物を導入し，平稲と交差物との磁)支の相対性から①突き破る.②突

き指する.などの義が1:1:¥てくる。 運動の方向性は 日立角Jという図

形1~~による j浪定を受けるつゆえに 3) から派生する fíg.l0 の 5) のような

「捧を地面に(突き〉立てるJ意味を持ち得ても，日夜角 jを感じさせない 6)

や7)で表わされる意味を持たない。

い 5) A
爪
i
i
!

、、i
Jノ円。 、1

3
J
'

ヴ
i

ρ
i
l
 ここで〉 ‘説 xie' が「感謝するJであり「謝罪する jでもあることを想い

せば，この動詞が単に頭を下にさげる， fig.l0-8)のような形態を表わし

れるのみで目的概念を含まぬことが納得される O さらに「辞退する，拒絶す

るJと引f1Jし，草花が〉しぼむ_j~意味をもっと知れば，具体的な形態が一つ

り抽象的可視物の如く，綿々の語義問を賞ぬいていることが感じられる。一般

に中間訴の動詞は「動作の特殊的な具体的な差異によって，細かに話実をつか

ひ分けていどJと言えるが， このことは必ずしも中国語に多くの語索が必要だ

としづ論理にはならなし、。何故なら，形象性によって動作が把握されておれば，

異った話索化の視点を有する外国人の限には，いかに違った行為・事実とi決ろ

うとも，中間人はそこに形態上の共通性を看取し，一誌で済ませてしまう経済

性と誌の活性を発揮しうるからである。例えば‘庄弓路 yam討が〈デートす

る)， ‘好11号 kaishiyihao' (テクシーでゆく入 市立包卒 ml主nb主oche' (マイ

クロパス〉など。これらがすf認で、あることから，外界の事象を視覚優先的にと

らえる語索化の視点は，今日なお productiveな力を有することが判るO

2・3 I肥料をやるJは‘下肥'だが，これを‘上肥'と言う人もいる。‘下

斑'は仕事から帰ること，しかしい下町は野良に仕事に出る意味を表わす0

'J::-下'や 'mJ后'‘来去'などは話者の f視点Jや「規準Jの変化に従いさま

ざまな様相を畏す20‘下 xぽに関わる次の誌を見られたいo

( 31 ) 



下操 xia〆cao①指出操:我{f]上午~，下午上深.

②指牧操:他間~問来，胞得j諸共大rl.
「体操に出るJと「体操から茂る」では反対の行為である。さらに:

下船 xia〆chuan①ぷ船上安url;，j二;
②くゴJ") 主人岸上回Ij J~I}j二;設J~l}. 

「船に乗るJと「船からおりるJ。これらは stop-motioneyeでt士解がとされな

い。①と②は行為として…っとは言えなし、。ただ， これまで述べ来たものすべ

て単音節動認であったのに，これらは共に二節話で，かつ中 11o~に地要素の介

在を許す(f'で表示)，ゆるい V~O 構造の動詞であることに気づけば，意味が

正反対に分岐してしまうのは，①と②では [1 的訴の格解釈がJl~なるためと考え

るのが妥当であろう o 1HJ ち， J 下jf ①の 'j~長 cão' は Object [I~l 的格]であ

り， ‘T xiぎは移動の勤間， ‘操 cao' はその到達点と見る O 日行主主②の‘操

c孟0' は Locative[場所格1と考えられる。動作の行なわれる場所と見るわけ

である。同様に‘下船'①ではつ抗 chuan'は Locative，②の;場合は Object

と考えるO

いかなる言語でも目的誌の格決定は間期;な而を幾分かはもっo 1:1::1国語では認

が裸のまま結びつき， 訂本訟のような助詞をもたず，一層不確定的である O こ

のような事構が一語の語義1~I:l で、たまたま対立する形で表出化したものと見なす

ことができよ。うさらに:

下場 xia，fchang ①演員或返功員退坊.

②!日吋指到考坊E立考.

①「役者・選手が退場するム②[-，日時，試験場におもむくJと解されるのも

同類であるO 又‘出世 chu.shi' が [-1全ニlJjノレJと解し， 1-生れる，産出する」

となり， I世カラ出ノりから「出家する」の意となるのも，上記三例のような

鋭い対立を示さぬものの，基底にある原理はi苛ーであるO この他， ‘投西mr
や‘投銭'の例なども想起されたい。

してみると，‘扶着お架'の二義性も V'"'O機造における格解釈の不確定性・

融通性という一貫した説明が可能で、あるO しかしここでも，このような説明

を支えるものとして「動作それ自身を形態的に捉えるj中間話動認の性質がベ
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日スをなしていることを再確認しておかねばなるまし、':}}包'はこの点興味

深い仔Ijを提供する。

打包 da，fbao ③ bale; pack.② unpack. 

「包む，網包するい!と「包みをほどく Jである O 解釈の可能性としては三つほ

ど考えられる。

i ) stop-motion eyeによるopackも unpackも動きを止めれば形態は一つ

である。

ii)格解釈の融通性による。 packのn寺は‘包'は Result[結果の目的認格]，

unpackのi待は Patient[~受作者格]。

iii) ';j:T包'の 'fT'はー穏の代動認であり，この認の意味は「包みに関する

動作を行なう j ことで，その動作が‘包，vこ最も関与的な pack，unpackと

特殊化されているにすぎない。或いは，恐らく中国人は pack，unpackの

動f作F弓Iにこ 6マt打Td必a' で

説明としては上から)順i領民にスマ一トだが，中国語動詞の核心に関わるのはiii)で

あろう。 i)ii)は特殊的な現象への説明となっている。{旦し， i) "'-'iii)は互

いに関連し合っているo i )は動作の方向性無きことを述べ， ii)は結果及び

目的意識の無し、ことを言うに近いo ，Q1lち i)ii)のwu解釈はi:ii)が「動作そのも

のを探のまま拙いているJと述べていることにつながるO

例示した誌がいfxia' や 'LHchu'などの，存現文をつくる動詞であれば，

Fl的誌の格解釈の融通性なる性質が統辞論と直接的に関わりをもつことも当然

と考えられる。例えば，次の 4)は5)a， bの二義性をもっO

4)公社来了一十人.

5) a.公社カラ人ガ 1人来タ.

b.公社ニ人ガ 1人来タ.

5) aの解釈では， ‘公社'は Agent[作用者格]， 'ー十人'は Patient，つ

まり「公社ガ人ヲ派遺シテヨコシタJと見， 5) bでは， ‘公社'は Locative，

‘一十人'は Agentではないかとし、ぅ感触を抱いている。これらは稿を改め

て論ずべきテーマであるが，格解釈の融通性が顕著な中国語では，語業論と統

辞論に共通の問題を投げかけている。 (1980.1. 21.稿， 1980.4.8.oT補〉
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[附記] 本稿が初稿段階で、松本昭先生から御指教を頂けたことは幸いであった。

宮山大学の舟僚， Njcholas. Ostler C言語学入佐藤進(中国語学入本田楊

太郎(独文学)，三原健一(英語学)， U~III奇幸夫(言話学〉の諸氏との談話は

有益であった。 Informantとしては史秀文さんを煩わせた。記して，感謝

の言葉としたい。

く注〉

1)例えば襲1958.

2)戸)111960: 40. 

3)小島1943: 162. 

4)文字の成立に基づく語源;こよれば別解釈が可能だが，現代の nativespeakerは図 8)

のような形態ととらえているようであるつ

5)郭1962: 417. 

6) 例えば 1γ についてく中国活文~ 1980.1(79)1乙次のような観察が見えるO

“前日指j立去:前夫|前年 Ilitr人!前翠 i部事不忘|前卒之築

“五百円指未来:前程遠大!前途宏量 l前景光明

7) ，下場'②には '1日日す' と記されているO 又，牽はくJ'j>とマークされていた。

し かし筆者は V/O構造自体に (Vt'こは制限が予想されるが〉格解釈の不様定性心住

民して反義の生ずる可能性があることを示そうと引用しているO それが，どの時代にど

の地域で具現化されるかは別問題である O さらに，筆者の informantは 4下操， li'出

操' の意味でしか使わぬし， i凡2肥巴臥1料斗をやる」は

蓄;にこごε記5己載するすベての語カが:ト一一神イ寸fJ個i河司人により使用されるわ;けげrJ‘でで、{はf江土ないし， こ

についても同断であるつ本稿の目的は共時的な記述にはなく，言語形式がもちうる意味

の可能性〈特に 1formが反義性を合む場合〉と，それを許容する要問の究明にあるO
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